
令和４年３月１日（火）
久高小・中 久 高 だより ３月号

１年の経過は、早いものですね。３月は「旅立ちの月」
でもあります。中学３年生にとっては、島の学校からの
旅立ちです。それぞれの夢に向かって大きく羽ばたきま
す。
他の児童生徒にとっても進級という、節目の３月です。

新たなスタートへ向かっての準備期間、家庭・地域でも
児童生徒の成長を喜び、一声かけていただければ幸いで
す。
卒業式：３月１２日（土）１０：００～１１：００
※９：５０までに体育館にお入りください。

（今年度も感染症対策を行いながらの実施となります。）
卒業生中学生１名

小学生６名

修了式：３月２４日（木）８：３０～９：２０

離任式：３月２４日（木）１０：３０～１１：２０

転出職員見送り式：３月２９日（火）１３：４５～

【新生徒会、新児童会役員決定】

【新１年生お招き会】（２月２５日）

【学年末テスト（中）】（２月２４日～）

【漢検（日本漢字能力検定）】（２月４日）

まん延防止等重点措置は 2月 20日に終了しましたが、3月 31日
まで引き続き感染再拡大抑制期間となっています。まだまだ、ウ

ィルス感染症拡大防止の取り組みは継続されます。引き続きマス

ク着用、手洗い、うがい等対策をお願いします。

生徒会長

副会長

副会長

児童会長

副会長

役員

新役員決定しま

した。今回は、臨

時休校等もありま

したが、選挙運動

も苦労しながら行

っていました。

新役員の皆さん

頑張って下さい。

新入児童が、入学後スムーズに学校生活が送れるように、新入生お招き

会を開催しました。 さん、 さん、 さんがとても丁寧に教えて

いました。 さん、 さんも真剣に、そして楽しそうに体験していま

した。パソコン、タブレットも上手に使いこなしていましたよ。

２月は臨時休業もあり、学校に行けない日も多くありま

したが、各自しっかり勉強をしてきたようです。

今、求められているのは児童・生徒の「主体的な学び」

です。「教わる」だけでなく、「自ら学ぶ」という姿勢大切

ですね。

漢検へのチャレンジが、やる気を引き出し

てくれるはずです。おまけに毎日学ぶ習慣

が身について、基礎学力のトレーニングも

でき、高校入試、そして将来に向けてもし

っかり役立ちます。

内 容
３／ １ 火 （中）食育授業

２ 水 人権の日 PTA生活成人部会（18:00）
４ 金 ６年生を送る会
７ 月 高校受験会場下見
８ 火 県立高校入学者選抜学力検査（国理英）

県到達度調査（中１，中２）
９ 水 県立高校入学者選抜学力検査（社数面）

１０ 木 卒業式準備 学年末大清掃(中３） 中３生を送る会

１１ 金 卒業式リハーサル
１２ 土 卒 業 式（児童生徒 9:30登校）
１３ 日 留学センター修了式
１４ 月 代休

１５ 火 県立高校入試合格発表
１８ 金 幼稚園修了・卒園式（10:00～）
２１ 月 春分の日（祝日）

２３ 水 学年末大清掃・県立高校 2次募集合格発表
２４ 木 小中学校修了式・離任式（給食なし）

２５ 金 春休み（～ 4/6）
２８ 月 教職員対面式（児童生徒集合 12:50）
２９ 火 転出職員見送り式（児童生徒学校集合 13:30）

４／ ６ 火 出校日（10時頃予定：式準備）
７ 木 令和４年度赴任式･始業式･入学式･入園式

８ 金 新入生転入生歓迎会（小）
１１ 月 家庭訪問

３月の生活目標
◎１年間を振り返ろう

・１年間の反省をし、
身の回りの整理整頓を行い

新学期につなげよう。

一月往ぬる二月逃げる三月去る（いちげついぬるにげつにげるさんげつさる）

もう３月です。ラストスパートとなりますが、忙しくても忄（こころ）は

亡わず、保護者の皆さんや教職員、そして何より子ども達が１日１日を充

実して過ごせることを祈念します。忙しい中にもゆとりを持って…。

2011（平成 23）年 3月 11日午後 2時 46
分に発生した東日本大震災では、多く

の尊い生命が失われ、甚大な被害に見

舞われました。東京電力福島第一原子

力発電所の事故処理は現在も続いています。東日本大震災や防災について

親子で語り合う時間を作っていただきたいと思います。

３月４日（金）から北京冬季パラリンピック大会が開催されます。

今回の北京大会には、およそ５０もの国と地域が参加して６競技７８

種目を競い合います。みんなで応援しましょう。

【コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）】令和４年度スタート

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民等が

力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学

校」への転換を図るための有効な仕組みです。コミュニティ・スクールでは、

学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づ

くりを進めていくことができます。

私たち教職員も児童生徒の成長を振り返りながら、来年度も全力で指導

に当たりたいと考えています。残り１ヶ月、そして新年度も変わらぬご支

援とご協力をお願い致します。 ～ 笑顔の登校 満足の下校 ～


